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【評価調書様式１】

投資事業評価調書（新規）

部課室名 道路保全課
記入責任者職氏名

（担当者氏名）

道路保全課長 高瀬 陽太郎

(交通施設係長 横山 一也) 内線
4389 

(4399) 

事 業 名 事 業 区 間 総事業費 約 5.9 億円
事業種目

交通安全

施設整備 交通安全施設等整備事業
（主）西脇八千代市川線 神崎郡市川

いちかわ

町上
かみ

瀬
せ

加
か

内用地補償費 約 3.8 億円

所 在 地 着手予定年度 完成予定年度

神崎郡市川町上瀬加 平成 25年度 平成 29年度
事 業 目 的 事 業 内 容

当該事業区間は小学校の通学路となっているとと

もに、中学生が自転車通学で多数利用している。自

動車交通量が多いにもかかわらず、歩道が整備され

ておらず、狭い路肩を通行せざるを得ないことから、

非常に危険な状況になっている。このため、歩道を

整備し、通学路の安全・安心を確保する。

歩道整備（片側）

L=1,230m 
W=2.0m(2.5m) 

 
現況 歩道なし

〔負担割合 国: 5.5/10 ,県:4.5 /10〕

評価視点 評価結果の説明

(1)必要性
［周辺状況］・ 当箇所は瀬加保育園、瀬加小学校の通園・通学路となっているとともに、

瀬加中学校の生徒も自転車通学で利用しているが、歩道がなく、代替え

路も無いため、路肩を通行せざるを得ない、危険な状況となっている。

［交通状況］・自動車交通量が多い。（自動車 4,478台/日、歩行者 53人/12h、自転車 90
台/12h（H22センサス））

［交通事故］・過去 5年間の全事故数は 8件。 
（内、歩行者や自転車が関係する事故件数は 1件） 

(2)有効性・効率性
［効 果］

［事業執行環境］

・通学等で利用している園児・小・中学生の安全が確保できる。

・交通安全総点検(H23.11.1 実施、地元自治体、住民、警察等 11 名)、の参
加者が、通学児童の路肩通行時の危険性を指摘し、歩道設置を求めている。

・地元自治会より早期歩道整備の要望書が提出されている。

(3)環境適合性 ・歩道舗装を透水性舗装とすることにより、雨水の地下への還元を図る。 

(4)優先性 ・地元からの強い要望があり、自治会による用地買収への協力体制が整って

おり、早期完成が見込まれる。

・当該区間を整備することにより、連続した通学路が確保される。
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